
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：新潟市内都市交通特性調査 

 

 

 ２ 調査主体：新潟市 

 

 

 ３ 調査圏域：新潟市全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和４年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

にいがた都市交通戦略プラン（都市・地域総合交通戦略）の達成状況を確認・分

析し、施策のスパイラルアップを行うとともに、新型コロナウイルスの影響により

人の移動がどのように変容したか把握・分析するため、本市に居住する５歳以上の

者を対象とした交通実態調査を実施するもの。 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：新潟市内都市交通特性調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

第 1 章 業務計画    

1.1 業務概要 

1.2 実施方針 

   1.3 成果品の品質を確保するための計画 

   1.4 業務組織計画 

   1.5 成果品の内容・部数 

   1.6 守秘義務 

第 2 章 調査企画、準備 

   2.1 ゾーニングの検討 

   2.2 抽出率の設定 

   2.3 調査票作成（交通実態調査） 

   2.4 調査対象者の抽出、管理ファイル作成 

   2.5 調査日及び配布方法の設定 

   2.6 調査物件の作成 

第 3 章 調査実施 

   3.1 調査票の配布・回収 

   3.2 調査日の天候 

第 4 章 データ処理 

   4.1 回収結果の整理、入力 

   4.2 回収結果の点検、エラーチェック・修正、ジオコーディング 

   4.3 拡大処理 

   4.4 補正の必要性の検討 

   4.5 マスターデータ作成 

第 5 章 調査結果の基礎集計 

   5.1 交通実態調査の集計 

   5.2 ここ最近の行動の集計 

第 6 章 概要版（パンフレット）データの作成 

   6.1 概要版（パンフレット）データの作成 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制：新潟市単独で調査を実施 

 

 

 ４ 委員会名簿等：なし 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

新潟市では、過度な自家用車利用からの脱却に向け、「にいがた都市交通戦略プ

ラン」に基づき各種交通施策を展開しており、戦略的にこれらの施策をスパイラル

アップさせていくためには、交通実態を適切に把握し、施策の実施効果の確認と分

析を行うことが必要である。 

また、「にいがた都市交通戦略プラン［後期実施計画］」や「新潟市地域公共交

通計画」の策定に向け、現行計画の成果指標や施策の達成状況を確認するとともに、

新型コロナウイルス感染症の影響により大きく変化している交通形態を踏まえた

上で計画を策定する必要があることから、令和４年度において都市交通特性調査を

実施する。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

(1)調査企画、準備

(2)調査実施

(3)データ処理

(4)調査結果の基礎集計

(5)報告書および概要版作成

調査

方法

調査

結果



 ３ 調査圏域図 
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（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 



 



 



 


